
新幹線でがんばる町 隔⽉刊 Vol.７
平成2６年1⽉≡⽊古内EXPRESS≡

平成２６年５⽉に廃線が決定しているJR江差線
（⽊古内〜江差間）。廃⽌区間最初の駅である「渡
島鶴岡駅」がある鶴岡地区は、⽊古内のルーツであ
る⼭形県鶴岡市の⽅々が⼊植した歴史ある⼟地であ
り、最近では、全国でも珍しい、お寺の境内を列⾞
が通過する禅燈寺（ぜんとうじ）が注⽬を集めてい
ます。

廃線を前にした鶴岡地区で、町⺠が熱い『夢がたり』を開催
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エ ク ス プ レ ス

－⽊古内の新たな魅⼒創造へ－

き こ な い

↑ ライトアップされた⼭⾨

【第２回の模様（H25.12.12）】

この鶴岡地区を活性化させようと、この夏から観
光協会が中⼼となって「あそぶべ鶴岡夢がたりの集
い」が２回開催され、廃線後の鶴岡地区の活性化に
ついて熱い議論が交わされました。

７⽉に⾏われた第１回⽬では町の内外から約５０
⼈が集まって⾃由討論を⾏うとともに、その⽇から
約4ヶ⽉半に渡って、禅燈寺の⼭⾨をライトアップ
することにより、訪れる鉄道愛好家に対して鶴岡地
区をアピールしました。

１２⽉開催の第２回⽬においては、「はやぶさ０
３」の浅⾒隊員が他地域の廃線跡地利⽤の例を取り
上げ、⽬的・⽬標を明確にして取組を進めていくこ
とを提⾔。その後、事務局が提⽰した12の活⽤策
について議論を⾏い、廃線跡の線路保存を優先して、
鶴岡地区の活性化を図っていこうとの⽅向性が⽰さ
れました。

↑提⾔を⾏う浅⾒（奥の列 右端）

【第１回の模様（H25.7.12）】

↑⾃由討論の様⼦

↑第２回 配布資料

昨年は⼤変お世話になりました。今年はうま
年だけど、⽜のキーコも⽊古内駅新幹線観光駅
⻑として、９町の魅⼒を全国にモゥ〜ダッシュ
で発信して、北海道新幹線⽊古内駅開業まで、
パワーアップしてギュギュッと取り組んでいく
ので、ヨロシクねっ！ｍ(_ _)m

今年の⽬標はたくさんの⼈と仲良しになるこ
と♪ みんなと会うのがモゥ楽しみ〜！

あけおめ ぎゅぎゅっ！

今年の目標も
もちろんモゥ～ダッシュ
今年もヨロシクねっ！
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エ ク ス プ レ スき こ な い

千軒岳登⼭。 この後アオダ
イショウに遭遇。笹島さんに
「春にアオダイショウに会う
と幸せになるよ。」と太⿎判
を押されました。町の隅々ま
で案内してくれた坂本さんに
も感謝です！

一筆御礼
はやぶさ０３ ９町総合研修が終わりました

福島町研修（H25.5.16〜21）

江差町研修（H25.6.10〜14）

松前町研修（H25.7.3〜9）

奥尻町研修（H25.8.1〜5）

知内町研修（H25.9.2〜6）

厚沢部町研修（H25.10.1〜3）

上ノ国町研修（H25.11.6〜8）

江差追分に挑戦！江差追分の
師匠、⻘坂さんから直々に伝
授して頂いた江差追分。いつ
か⼤会で披露出来るくらいま
で練習したいですね。役場の
みなさんが本当に“パワフル”
に町を案内してくれました。

ガイド先進地の松前町では歴
史・桜、⾊々なガイドさんに
町を楽しく教えて頂きました。
桜が咲いていない時期の訪問
でしたが、北川さんの説明は
満開の桜が⽬に浮かんでくる
ようでした。

浅⾒隊員５⽇間、朝・昼・晩
ウニ連⾷の記録を達成した奥
尻研修。痛⾵を⼼配する声も
ありましたが、今のところ⼤
丈夫そうです（笑）。佐藤さ
んが島の楽しみ⽅を、⾝を
もって教えてくださいました。

知内町では歴史を中⼼に取材。
⽊古内でも先⽣と仰ぐ⼈が多
い伝説の学芸員・⾼橋さんに
みっちり教えて頂きました。
⼩⾕⽯の⺠宿も宿泊全制覇！
隣町に住むだけに、なかなか
できない経験でした。

⼄部町研修（H25.12.2〜3）

⽊古内町研修（H25.12.18〜25）

厚沢部町といえばメークイン。
そしてレクの森。⾃然豊かで
広⼤な厚沢部町は癒やしの空
間、と思っていたら、なぜか
地域おこし協⼒隊の寮の様⼦
まで視察！癒やしだけではな
い厚沢部町でした（笑）。

北海道の歴史発祥の地上ノ国。
勝⼭館から夷王⼭まで岩⽥さ
んのガイドで登頂して記念撮
影。あれっ！３⽇間のメイン
ガイドだった伊勢課⻑が・・
不⾃然な合成写真、あしから
ず（涙）

⼄部町と⾔えば「縁桂」。し
かしながら、現在、縁桂まで
の道は⼯事中。いやいや、⼄
部に来たからには！と、宍⼾
さんが安全な道を⾜で踏み固
め、連れて⾏ってくれまし
た！⾒られてよかったー！

住んで１年半が経ちましたが、
知ったかぶりはよくないと、
最後に強化週間を決めて取材
を⾏ったところ、「そんなの
知らなかった」ネタが盛りだ
くさん。⽇々、勉強ですね
（汗）


